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 研究背景

サブミリ波コンポーネントの評価システムの開発は 計画を遂行する上で非常に重要でALMA
ある．しかし， 受信機光学系の周波数領域はサブミリ波やテラヘルツ帯と呼ばれる，超ALMA
高周波領域であり，標準的な特性評価システムが存在せず，開発が待ち望まれている．

平成 年度は，サブミリ波帯のコルゲートホーンの特性測定システムの開発を行った．14
サブミリ波ホーン性能評価システムの開発

サブミリ波ホーンの性能として，指向性，偏波特性及び利得を測定して評価するシステムの開

発を行った．実際に開発した評価システムを図１に示す．図１の右側は精密回転台，左側は精密

ステージである．精密回転台によりアンテナ放射パターンを測定することができる．まX-Y-X
た，この精密回転台は偏波面角度を変化させる事が出来る機構を有しているため，同時に偏波特

性の測定も可能である．更に，精密 ステージにより光軸ずれが発生した場合の評価が可X-Y-Z
能である．

サブミリ波ホーンの測定

開発を行った，サブミリ波ホーン性能評価システムにより試作した 帯用コルゲートホ450GHz
E Hーンの指向特性 偏波特性及び利得の測定を行った 図２に 面のアンテナパターン 図３に， ． ，

面のアンテナパターンを示す．それぞれ，測定結果を点で記している．実線は理論解析結果であ

る．測定結果は理論値と非常に良い一致を見せており，サブミリ波ホーンがほば設計寸法通りに

製造されていることが分かる．また，本年度開発したサブミリ波ホーン測定システムにより精度

良い測定が可能であることが実証された．偏波特性は，主偏波に対する交差偏波レベル測定によ

り行った．指向角度が 度の場合の交差偏波レベルは主偏波に対して 以下となった．利得0 -40dB
の周波数測定結果は，理論測定結果よりいずれも高い値が得られた．
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